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今
年
も
春
の
訪
れ
と
共
に
季
節
を

彩
る
花
々
が
咲
き
誇
り
、
我
々
の
心

を
癒
し
て
く
れ
る
平
穏
な
日
々
が
続

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
突
然
四
月

十
四
日
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
り

大
自
然
の
脅
威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

我
々
の
祖
先
は
大
自
然
と
の
共
生

の
た
め
に
英
知
を
尽
く
し
、
感
謝
の

念
と
畏
怖
の
念
を
も
っ
て
、
幾
多
の

大
災
害
か
ら
立
ち
直
って
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
地
震
に
よ
り
尊
い
命

を
失
わ
れ
た
方
々
と
、
被
災
さ
れ
た

多
く
の
方
々
に
心
よ
り
ご
冥
福
と
お

見
舞
い
を
申
し
あ
げ
、
先
祖
よ
り
受

け
継
い
だ
不
屈
の
日
本
民
族
精
神
を

も
っ
て
一
日
も
早
い
復
興
が
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
も
い
つ
も
通
り

季
節
は
巡
り
、
初
夏
の
候
と
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

母
校
も
四
月
六
日
に
第
五
十
七
回
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
、
新
入
生
四
九
二

名
が
太
平
台
で
高
校
生
活
に
勤
し
む

こ
と
と
な
り
、
現
在
の
私
立
学
校
の

置
か
れ
て
い
る
情
勢
か
ら
見
て
誠
に

頼
も
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
影
山
博
学
校
長
が
昨
年
体

調
を
崩
さ
れ
て
、
今
年
の
三
月
末
日

を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
影
山

先
生
は
昭
和
四
十
九
年
に
奉
職
さ
れ

て
以
来
、
四
十
一
年
の
長
き
に
亘
り

勤
務
さ
れ
、教
務
主
任
、教
科
主
任
、

進
路
指
導
部
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
平

成
十
六
年
度
よ
り
教
頭
、
十
九
年
度

に
副
校
長
、
二
十
三
年
度
に
第
三
代

学
校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
先
生

は
学
校
を
常
に
牽
引
し
て
学
力
向
上

に
尽
く
さ
れ
、
母
校
を
県
内
有
数
の

進
学
校
へ
と
引
き
上
げ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
で
同
窓
会
事
務

局
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
い

た
だ
き
、
特
に
同
窓
会
創
立
五
十
周

年
記
念
式
典
並
び
に
記
念
事
業
を
盛

大
に
成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
先
生
の
ご
尽
力
の

お
陰
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
校
並
び
に
同
窓
会

の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
誠
に
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
ゆ
っ
く

り
静
養
な
さ
れ
て
、
全
快
さ
れ
ま
し

た
な
ら
、
同
窓
生
と
し
て
同
窓
会
発

展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
申
し
あ
げ
、
会
員
一
同
多

年
の
功
労
に
対
し
敬
意
と
感
謝
の
真

心
を
捧
げ
、
今
後
の
ご
多
幸
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
第
四
代
学
校
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
川
福
基
之
先
生

は
、
國
學
院
久
我
山
中
学
高
等
学
校

第
八
代
学
校
長
と
し
て
十
年
間
久
我

山
を
リ
ー
ド
さ
れ
、
今
日
の
隆
盛
の

基
礎
を
創
ら
れ
た
立
派
な
実
績
を
お

持
ち
で
す
。
昨
年
度
よ
り
す
で
に
本

学
園
理
事
、
学

園
顧
問
と
し
て

指
導
的
立
場
に

立
た
れ
て
お

り
、
母
校
の
建

学
の
精
神
の
も

と
に
飛
躍
と
発

展
に
寄
与
し
て

い
た
だ
け
る
こ

と
と
期
待
を
致

し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま

す
。
木
村
好
成

理
事
長
先
生
共

ど
も
、
同
窓
会

の
隆
盛
・
発
展

の
た
め
に
ご
指

導
い
た
だ
く
こ

と
を
会
員
一
同

心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
も
昨
年
十
月
三
十
一
日

に
栃
木
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
第

二
十
三
期
生
「
卒
業
三
十
周
年
集

い
の
会
」
が
、
約
一
八
〇
名
の
出
席

者
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
本
年
も
、
卒
業
式
の
前
日

の
二
月
二
十
九
日
に
平
成
二
十
七
年

度
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ

れ
、
同
窓
生
は
約
三
万
五
千
人
に
の

ぼ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
は
母
校
発
展
の

た
め
に
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ

感
謝
を
込
め
て
旅
立
ち
を
送
る

同
窓
会
会
長
　
中
　
麿
　
輝
　
美
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同
窓
会
顧
問

佐
々
木 

和
俊 

教
頭

　
創
立
五
十
五
周
年
を
迎
え
た
昨
年

度
の
卒
業
式
で
三
四
、六
五
五
番
目

の
卒
業
生
が
太
平
台
か
ら
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
卒
業
生
達
が
幅

広
く
活
躍
し
、
様
々
な
形
で
社
会
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
耳
に
す
る
度

に
、
四
十
年
間
本
校
の
教
壇
に
立
っ

て
い
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
く

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
よ
く
生
徒
達
に
言
う
こ
と
は
、
人

生
で
大
変
な
困
難
を「
た
く
ま
し
く
」

何
度
も
乗
り
越
え
て
き
た
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
が
出
会
っ
て
、
君
達
が

生
ま
れ
た
。
君
達
が
反
抗
し
よ
う
と

君
達
の
心
の
痛
み
を
「
直
く
」
感
じ

取
っ
て
い
る
か
ら
、
一
生
懸
命
に
君

達
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。
君
達
の

「
明
る
く
」
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
ど
ん
な
に

つ
ら
く
て
も
親
と
し
て
頑
張
っ
て
い

ら
れ
る
。
そ
ん
な
「
さ
わ
や
か
に
」

生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
君
達
は
こ

の
学
校
で
学
び
、
國
学
院
栃
木
を
巣

立
っ
て
ほ
し
い
、
と
。

　
こ
の
私
の
話
を
聞
い
た
生
徒
達
は

今
ま
で
何
人
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

毎
年
繰
り
返
し
語
っ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
随
分
昔
の
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、「『
あ
と
何
年
か
経
つ
と

二
十
一
世
紀
に
な
る
。
君
達
は
そ
の

時
代
で
本
校
の
校
訓
を
大
切
に
し
て

社
会
の
中
心
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。』
と
い
う
先
生
の
話
を
忘
れ

ず
、
今
少
年
院
の
若
者
達
に
話
を
し

て
い
ま
す
。」
と
卒
業
生
の
教
官
か

ら
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
若
い
教
師

の
言
葉
を
何
年
も
の
間
覚
え
て
い
て

く
れ
た
こ
と
に
感
動
す
る
と
と
も
に

大
き
な
責
任
を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　
現
在
多
く
の
卒
業
生
の
子
弟
が
本

校
に
入
学
し
て
き
ま
す
。
本
校
の
創

設
者
で
あ
る
佐
々
木
周
二
先
生
の
教

育
に
対
す
る
思
い
が
時
代
を
越
え
て

受
け
継
が
れ
て
い
く
の
を
感
じ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
先
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
星
霜
を
経
て
も
本
校
が
続
く

限
り
、
困
難
な
こ
と
の
多
い
社
会
の

中
で
、「
た
く
ま
し
く　

直
く　

明

る
く　
さ
わ
や
か
に
」
生
き
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
本
校
の
教

育
が
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
心
を
支

え
て
い
く
と
信
じ
ま
す
。
そ
う
い
う

思
い
を
共
有
で
き
る
の
が「
同
窓
生
」

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

　
　
同
窓
会
顧
問青

木 

一
男 

教
頭

　
昨
年
、
中
学
時
代
の
恩
師
の
米
寿

を
祝
お
う
と
二
十
年
ぶ
り
の
同
窓
会

が
開
か
れ
た
。
そ
の
中
学
時
代
の
恩

師
は
ま
さ
に
熱
血
教
師
そ
の
も
の
、

竹
を
割
っ
た
よ
う
な
性
格
で
、
生
徒

が
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば
、
鬼
の
形
相

で
厳
し
く
叱
り
つ
け
、
良
い
こ
と
を

す
れ
ば
似
合
わ
ぬ
笑
顔
で
心
か
ら
誉

め
る
。
仕
事
ぶ
り
も
熱
血
そ
の
も
の

で
あ
り
、
朝
一
番
に
出
勤
、
ま
ず
社

会
科
の
教
師
と
し
て
小
テ
ス
ト
や
授

業
用
プ
リ
ン
ト
を
作
成
、
そ
れ
が
終

わ
る
と
野
球
部
の
監
督
と
し
て
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
朝
の
練
習
、
放
課

後
は
自
ら
バ
ッ
ト
を
握
っ
て
ノ
ッ

ク
、
問
題
を
起
こ
し
た
生
徒
が
い
れ

ば
生
活
指
導
の
責
任
者
と
し
て
夜
遅

く
に
家
庭
訪
問
と
、
本
当
に
お
忙
し

い
毎
日
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
そ
の
会
の
最
初
に
、
そ
の
九
十
近

い
年
齢
の
先
生
が
、
背
筋
を
す
っ
と

伸
ば
し
、
大
き
く
張
り
の
あ
る
声
で

挨
拶
さ
れ
、
そ
の
姿
が
、
四
十
年
近

く
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た

の
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
そ
の
場
に
い
た
皆
も
同
じ
気
持

ち
で
あ
っ
た
ろ
う
。
現
在
、
畑
仕
事

を
し
な
が
ら
、
栃
木
市
の
教
育
委
員

会
か
ら
委
託
さ
れ
た
社
会
教
育
関
係

の
仕
事
に
携
わ
り
つ
つ
、
栃
木
県
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
会
長
と
し

て
様
々
な
大
会
へ
出
か
け
て
行
き
、

そ
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
今

年
、
そ
の
功
労
者
と
し
て
県
知
事
か

ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。

　
自
分
た
ち
も
い
い
年
に
な
り
、
何

か
世
の
中
や
人
生
が
分
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
て
は
い
た
も
の
の
、
ま
だ

ま
だ
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
こ
ち
ら
が
元
気
づ
け
る
つ
も
り

で
催
し
た
会
で
あ
っ
た
が
、
か
え
っ

て
圧
倒
さ
れ
、
元
気
づ
け
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

  
さ
て
、
同
窓
会
と
言
え
ば
、
本
校

で
も
卒
業
し
て
か
ら
三
十
年
経
っ
て

行
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
数
年
前
か

ら
招
待
さ
れ
て
い
る
。
な
か
な
か
ク

ラ
ス
以
外
の
人
達
と
会
う
機
会
は
な

く
、
多
く
の
卒
業
生
か
ら
現
在
の
活

躍
ぶ
り
を
聞
い
た
り
、
逆
に
本
校
の

発
展
の
様
子
を
伝
え
る
機
会
が
持
て

る
こ
と
に
お
い
て
、
こ
の
「
卒
業

三
十
周
年
集
い
の
会
」
に
は
感
謝
し

て
い
る
。
こ
れ
が
発
展
し
、
一
昨
年

か
ら
教
職
員
の
集
ま
り
が
始
ま
り
、

ま
た
、
今
年
か
ら
還
暦
の
会
を
行
う

予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。「
オ
ー

ル
國
學
院
栃
木
」
の
輪
が
広
が
っ
て

い
る
。
卒
業
生
同
士
そ
し
て
師
と
生

徒
の
絆
が
、
ま
た
、
國
學
院
栃
木
の

卒
業
生
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば

何
よ
り
で
あ
る
。

　
私
が
年
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
教

え
子
た
ち
に
会
っ
た
時
、
何
を
語
れ

る
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
生

き
方
を
見
せ
ら
れ
る
の
か
。
そ
の
た

め
に
も
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
意
味
で

大
切
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
今
年
度
よ
り
母
校
教
頭
で
あ
る
佐
々
木
和
俊
先
生
と
青
木
一
男
先
生
に
同

窓
会
顧
問
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
顧
問
の
お
二
方
に
原
稿
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
。

新

顧

問

就

任
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平
成
二
十
八
年
度
の
同
窓
会
幹
事

会
（
総
会
）
が
六
月
二
十
五
日（
土
）

に
母
校
第一会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
お
よ
び
会
計
監
査
報
告

が
な
さ
れ
、
続
い
て
今
年
度
の
事
業

計
画
案
、収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
第
二
十
四
期
生
の
「
卒

業
三
十
周
年
集
い
の
会
」、國
栃
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
お
知
ら
せ
、

永
吉
信
夫
奨
学
金
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一

日（
土
）、
二
十
三
期
生
の
「
卒
業

三
十
周
年
集
い
の
会
」
が
栃
木
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
参

加
者
は
み

な
、
恩
師
や

旧
友
と
思
い

出
話
に
花
を

咲
か
せ
、
ま

る
で
高
校
時

代
に
戻
っ
た

か
の
よ
う
な

華
や
い
だ
雰

囲
気
の
会
で

あ
っ
た
。

【
平
成
二
十
七
年
度
分
】

氏
名
上
の
数
字
は
卒
業
期

平
成
28
年
度

　
幹
事
会
（
総
会
）
報
告

会
費
納
入
者
芳
名

卒
業
三
十
周
年

集
い
の
会

声高らかに校歌を斉唱

二
万
円

５　
富
永　
照
夫

５　
田
村　
幸
子

５　
新
井　
清
志

６　
田
口　
　
忠

10　
大
島　
恵
子

11　
高
橋　
和
男

12　
白
石　
文
子

13　
新
井　
洋
子

14　
児
玉　
幸
子

16　
山
井
美
由
起

17　
飯
田　
広
子

19　
安
田　
　
豊

20　
鈴
木
と
し
子

21　
小
林　
敬
一

22　
小
口　
　
浩

22　
秋
月　
真
弓

22　
小
川
扶
美
子

22　
横
田　
尚
佳

23　
平
田　
圭
子

23　
藤
井　
靖
孝

23　
金
子　
敬
一

23　
松
下　
洋
子

23　
柳
田　
章
芳

23　
小
野　
明
美

23　
木
村　
好
晴

　
　
無
記
名

六
千
円

16　
生
澤　
佳
子

四
千
円

15　
梅
沢　
静
子

二
千
円

３　
田
中　
和
年

７　
小
林　
廣
幸

８　
小
林　
守
雄

８　
齋
藤　
隆
裕

９　
柏
崎　
　
肇

９　
小
谷
野　
茂

13　
小
原
澤
公
康

15　
新
井　
　
彰

15　
飯
塚　
俊
幸

16　
増
田　
和
浩

16　
沼
尾　
久
枝

16　
立
石
佐
智
子

17　
新
井
登
代
子

17　
藤
井　
昭
広

17　
野
村　
敦
子

18　
寺
内　
紀
男

18　
吉
田　
明
実

18　
茂
呂　
次
郎

19　
上
野　
敦
子

19　
阿
部　
浩
司

20　
加
藤　
　
優

20　
上
野　
美
恵

22　
栗
原　
英
雄

22　
山
田　
　
実

22　
蛭
川　
寧
世

平成 27年度同窓会一般会計収支決算
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　　　　　　目 決算額 予算額 比較増△減額 備　　　　考
前 年 度 繰 越 金 325,360 325,360 ０

会 費

入会金（本年度卒業生） 1,066,000 1,060,000 6,000 2,000円×533名
30 年会費（本年度卒業生） 13,325,000 13,250,000 75,000 25,000円×533名
30年会費（既卒者） 520,000 1,000,000 △ 480,000 20,000円×26名
年会費（既卒者） 60,000 100,000 △ 40,000 2,000円×30名（延人数）

基金会計より繰入れ ０ ０ ０
雑　　　収　　　入 4,939 4,640 299 銀行利子
合　　　　　　　計 15,301,299 15,740,000 △ 438,701

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　　　　　　目 決算額 予算額 比較増△減額 備　　　　考

運営費

印刷費 ０ 100,000 △ 100,000
通信運搬費 2,405,002 2,500,000 △ 94,998 会報送料他
機器備品費 ０ 300,000 △ 300,000
消耗品費 197,100 100,000 97,100 封筒・振替用紙

会　　　議　　　費 491,124 300,000 191,124 総会・本部役員会

事業費
（１）

会報発行費 756,000 1,000,000 △ 244,000 会報印刷費
名簿作成費 ０ 100,000 △ 100,000

事業費 
（２）

学園助成費 3,000,000 3,000,000 ０
30年集いの会助成費 350,000 350,000 ０
クラス会助成費 240,000 300,000 △ 60,000 10,000円×24クラス
補助費 772,834 800,000 △ 27,166 OB主催剣道小学生大会・文化祭補助など

記  念  品  費 1,780,380 2,500,000 △ 719,620 卒業記念品他

渉外費
渉外費 287,634 300,000 △ 12,366 各種公演・生花⑸
広告費 309,800 300,000 9,800 ケーブルＴＶ⑷・部活⑶ 他

福　利　厚　生　費 124,636 200,000 △ 75,364 永年勤続者記念 他

慶弔費
弔慰金 77,400 200,000 △ 122,600
見舞金 30,000 20,000 10,000
通信費 ０ 5,000 △ 5,000

積立金
基金会計繰入金 2,000,000 2,000,000 ０
部活動後援積立金 500,000 500,000 ０

予　　　備　　　費 ０ 300,000 △ 300,000
次 年 度 繰 越 金 1,979,389 565,000 1,414,389
合　　　　　　　計 15,301,299 15,740,000 △ 438,701

平成 28年度同窓会一般会計収支予算
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　　　　　　目 予算額 前年度予算額 比較増△減額 備　　　　考
前 年 度 繰 越 金 479,389 325,360 154,029

会 費

入会金（本年度卒業生） 1,060,000 1,060,000 0 2,000円×530名
30 年会費（本年度卒業生） 13,250,000 13,250,000 0 25,000円×530名
30年会費（既卒者） 1,000,000 1,000,000 0 20,000円×50名
年会費（既卒者） 100,000 100,000 0 2,000円×50名

基金会計より繰入れ 0 0 0
雑　　　収　　　入 80,611 4,640 75,971 銀行利子他
合　　　　　　　計 15,970,000 15,740,000 230,000

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　　　　　　目 予算額 前年度予算額 比較増△減額 備　　　　考

運営費

印刷費 100,000 100,000 0
通信運搬費 2,500,000 2,500,000 0
機器備品費 0 300,000 △ 300,000
消耗品費 200,000 100,000 100,000

会　　　議　　　費 500,000 300,000 200,000

事業費
（１）

会報発行費 500,000 1,000,000 △ 500,000
名簿作成費 0 100,000 △ 100,000

事業費 
（２）

学園助成費 3,000,000 3,000,000 0
30年集い・還暦の会助成費 600,000 350,000 250,000 還暦の会 他
クラス会助成費 600,000 300,000 300,000 20,000円×30クラス
補助費 1,800,000 800,000 1,000,000 OB主催剣道小学生大会・文化祭補助など

記  念  品  費 2,000,000 2,500,000 △ 500,000 卒業記念品他

渉外費
渉外費 300,000 300,000 0
広告費 300,000 300,000 0 部活動・ケーブルＴＶＣＭ 他

福　利　厚　生　費 200,000 200,000 0

慶弔費
弔慰金 200,000 200,000 0
見舞金 20,000 20,000 0
通信費 20,000 5,000 15,000

積立金
基金会計繰入金 2,000,000 2,000,000 0
部活動後援積立金 500,000 500,000 0

予　　　備　　　費 385,000 300,000 85,000
次 年 度 繰 越 金 245,000 565,000 △ 320,000
合　　　　　　　計 15,970,000 15,740,000 230,000
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昭
和
三
十
九
年
四
月
、
本
校
に
入

学
し
、
高
校
・
大
学
・
大
学
院
、
そ

し
て
教
員
と
し
て
、
國
學
院
と
は
半

世
紀
の
長
い
付
き
合
い
で
あ
っ
た
。

　
高
校
時
代
は
、
素
晴
ら
し
い
教
員

や
友
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
と

く
に
山
隈
惟
實
先
生
に
は
、
私
の
人

生
を
決
定
づ
け
る
大
き
な
影
響
を
受

け
た
。
放
課
後
、
友
人
二
人
と
図
書

館
の
館
長
室
で
『
吾
妻
鏡
』
な
ど
の

輪
読
会
、
そ
し
て
日
曜
日
は
古
文
書

の
探
訪
な
ど
、
歴
史
の
面
白
さ
に
夢

中
に
な
っ
た
高
校
時
代
で
あ
っ
た
。

　
山
隈
先
生
は
、
福
岡
県
宗
像
で
今

も
元
気
で
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
。
先

生
の
御
恩
に
応
え
る
に
は
何
を
す
べ

き
か
。
そ
れ
は
、
若
い
こ
ろ
に
熱
中

し
た
歴
史
学
に
も
う
一
度
挑
戦
す
る

こ
と
、
そ
し
て
地
域
の
歴
史
研
究
の

発
展
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。
校
務
多
忙
に
託
け

て
、
長
い
間
勉
強
し
て
こ
な
か
っ
た

の
で
、
今
は
そ
の
空
白
を
埋
め
る
の

に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
二
〇
一
七
年
に
刊
行
で
き
る
よ

う
に
、書
斎
に
籠
も
る
毎
日
で
あ
る
。

楽
し
く
、
充
実
し
た
日
々
で
あ
り
、

「
晴
耕
雨
読
」
の
生
活
は
少
し
先
に

な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

教
員
時
代
は
、
担
任
と
し
て
の
期

間
は
短
か
っ
た
。
し
か
し
、
幸
い
と
い

う
か
、
毎
年
の
よ
う
に
三
年
担
任
を

務
め
た
の
で
、
今
は
ク
ラ
ス
会
に
招
待

さ
れ
た
り
、
食
事
に
誘
わ
れ
る
機
会

が
多
い
。
高
校
時
代
を
懐
か
し
そ
う

に
語
る
彼
ら
と
同
じ
時
間
を
過
ご
し

て
い
る
と
、
当
時
の
こ
と
が
昨
日
の
よ

う
に
思
い
出
さ
れ
、
自
分
も
若
返
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
社
会
の一

線
で
活
躍
す
る
彼
ら
の
未
来
に
幸
あ

れ
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

私
が
本
校
の
教
員
に
な
っ
た
の

は
、
全
く
の
偶
然
と
い
い
ま
す
か
、

不
思
議
な
縁
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が

大
学
四
年
生
に
な
っ
た
夏
休
み
に
、

九
州
出
身
の
先
輩
か
ら
遊
び
に
来
な

い
か
と
い
う
誘
い
が
あ
り
、
就
職
し

て
し
ま
っ
た
ら
こ
ん
な
機
会
は
め
っ

た
に
な
い
だ
ろ
う
と
思
え
た
の
で
、

友
人
と
二
人
で
そ
の
先
輩
の
も
と
へ

出
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
福
岡

に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
ち
ょ
う
ど
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
ら
さ
れ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
会

場
も
近
く
の
小
倉
市
に
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
そ
ち
ら
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
会
場
は
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
人
混
み
の
中
、（
故
）

山
下
勝
司
先
生
と
ば
っ
た
り
出
会
っ

た
の
で
す
。
私
は
一
つ
上
の
先
輩
と

一
緒
に
お
り
、
そ
の
先
輩
か
ら
紹
介

さ
れ
た
の
が
、
出
会
い
の
き
っ
か
け

で
し
た
。
初
対
面
の
私
に
、
勝
司
先

生
は
「
栃
木
に
来
て
く
れ
な
い
か
」

と
誘
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の
時

は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
理
解
に
苦

し
ん
だ
の
で
す
が
、
後
日
さ
ら
に
詳

し
く
話
を
伺
っ
て
み
る
と
、
五
年
後

に
国
体
が
あ
り
、
有
望
選
手
を
集
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し

て
、
栃
木
国
体
で
実
業
団
に
勝
て
る

よ
う
な
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
す
。
高
校
時
代
は
弱

小
チ
ー
ム
で
全
国
大
会
な
ど
全
く
無

縁
で
あ
っ
た
私
が
、
大
学
で
の
厳
し

い
練
習
環
境
に
身
を
置
き
、
ど
う
に

か
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
競
技
す
る
こ
と
が
心

底
楽
し
く
な
っ
て
き
た
矢
先
の
こ
と

で
し
た
。
当
時
の
私
は
、
実
業
団
に

進
む
か
、
教
師
に
な
る
か
、
迷
っ
て

い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
勝
司

先
生
の
話
は
、
私
の
迷
い
を
払
拭
し

て
く
れ
ま
し
た
。
本
校
に
着
任
し
て

最
初
の
五
年
間
は
、
昼
間
授
業
を
こ

な
し
、
放
課
後
は
部
活
の
指
導
。
夜

に
は
国
体
に
向
け
た
練
習
と
い
う

日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
本
当

に
大
変
で
し
た
が
、
自
分
の
目
指
し

て
い
た
形
に
近
づ
い
て
い
た
の
で
、

苦
し
い
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
楽
し

か
っ
た
で
す
。
国
体
本
番
で
は
、
実

業
団
の
ト
ッ
プ
二
チ
ー
ム
に
は
勝
て

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の

チ
ー
ム
に
は
全
て
勝
ち
、
第
三
位
と

い
う
結
果
を
収
め
、
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
指

導
者
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
三
十
二
回
。
生
徒
た
ち
は
本
当
に

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
時
に

厳
し
い
指
導
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
文
句
の
一
つ
も
言
わ
な
い

で
つ
い
て
き
て
く
れ
た
部
員
た
ち
に

た
だ
た
だ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
四
十
一
年
間
、
無
事
に
や
り
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
周
り
で
支

え
て
く
れ
た
多
く
の
方
々
の
力
添
え

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
言

い
た
い
こ
と
を
言
い
、
や
り
た
い
こ

と
を
や
り
、
体
育
科
主
任
や
教
頭
、

副
校
長
と
い
っ
た
様
々
な
職
務
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
器
で
は
な
い
こ
と
を
、
私
自
身
が

一
番
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ゆ
え
に
私
を
鍛
え
上
げ
て
く
れ
た
学

校
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
私
が
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
は
、全
く
家
庭
を
顧
み
ず
、

迷
惑
を
か
け
て
き
た
家
族
に
、
し
っ

か
り
と
家
族
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
國
學
院
大

學
栃
木
中
学
・
高
等
学
校
、
並
び
に

同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
繁
栄

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
十
一
年
間
の
勤
務
を
終
え
、
今

年
の
三
月
三
十
一
日
付
を
以
っ
て
定

年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
四
季
お
り

お
り
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
持
つ
太

平
山
。
そ
の
麓
に
あ
る
こ
の
学
園
で

教
員
生
活
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
、
幸

せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
数
学
の
教
師
と
し
て
、
数
学
を
教

え
る
こ
と
が
仕
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
人
間
の
可
能
性
の
素
晴
ら
し
さ

は
む
し
ろ
関
わ
り
を
持
っ
た
多
く
の

生
徒
た
ち
か
ら
教
わ
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
進
路
学
習
指
導
部
に
所
属

し
て
い
た
折
、
毎
年
三
百
人
以
上
の

学
校
関
係
訪
問
者
が
あ
り
、
そ
の
応

対
を
致
し
ま
し
た
が
、
来
訪
者
の
多

く
が
、
本
校
の
整
理
さ
れ
た
進
路
指

導
資
料
と
、
そ
の
資
料
を
利
用
し
て

真
剣
に
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
本
校

生
徒
た
ち
の
姿
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

本
校
は
、
進
学
に
お
い
て
も
、
部
活

動
に
お
い
て
も
自
慢
の
で
き
る
、
素
晴

ら
し
い
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
全
て
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
よ
って

築
か
れ
て
き
た
賜
物
で
す
が
、
退
職

し
た
私
と
し
て
は
、
卒
業
生
の
皆
さ

ん
の
社
会
人
と
し
て
の
立
派
な
活
躍

ぶ
り
を
楽
し
み
に
、
第
二
の
人
生
を

歩
み
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

退
職
職
員
の
國
栃
へ
の
想
い

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

影
山
　
　
博
先
生

前
校
長

地
歴
公
民
科

中
山
　
富
夫
先
生

前
副
校
長

保
健
体
育
科

加
藤
　
　
勤
先
生

数
学
科
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栗
原
英
雄
さ
ん
は
本
校
在
学
中
に

演
劇
部
で
熱
心
に
活
動
を
続
け
る
。

卒
業
後
は
難
関
を
突
破
し
、「
劇
団

四
季
」
に
入
団
。
厳
し
い
稽
古
を
積

み
重
ね
、「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
で

重
要
な
役
を
こ
な
す
な
ど
、
多
く
の

作
品
に
出
演
し
、
高
い
評
価
を
受
け

る
。
二
〇
〇
九
年
に
劇
団
四
季
を
退

団
し
、
現
在
は
「
ク
オ
ー
レ
」
に
所

属
。
舞
台
、
映
画
な
ど
で
幅
広
く
活

躍
中
。
今
回
の「
真
田
丸
」出
演
は
、

そ
の
高
い
演
技
力
が
、
脚
本
を
手
が

け
た
三
谷
幸
喜
氏
の
目
に
と
ま
り
実

現
し
た
。
真
田
信
尹
は
真
田
家
の
命

運
を
担
う
重
要
な
役
で
あ
る
。
今
後

も
ド
ラ
マ
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
脚

光
を
浴
び
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
栗
原

さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を
、
卒
業
生

一
同
応
援
し
た
い
。

田
村　
　
優
さ
ん
（
四
五
期
卒
）

甲
山
中
学
校
→
國
學
院
大
學
栃
木

高
等
学
校
→
明
治
大
学
→
Ｎ
Ｅ
Ｃ

グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
／
サ
ン
ウ
ル

ヴ
ズ

　
父
は
帝
京
大
学
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
元
選
手
で
、
元
豊
田
自
動
織
機
監

督
の
田
村
誠
氏
。弟
の
田
村
煕ひ

か
る

氏
は
、

兄
と
同
じ
く
本
校
卒
業
生
で
明
治
大

学
出
身
。
今
は
東
芝
ブ
レ
イ
ブ
ル
ー

パ
ス
の
選
手
。
そ
ん
な
ラ
グ
ビ
ー
一

家
で
育
っ
た
田
村
さ
ん
だ
が
、
意
外

に
も
ラ
グ
ビ
ー
は
高
校
か
ら
始
め

た
。
二
年
次
か
ら
中
心
選
手
と
し
て

活
躍
し
、
そ
の
後
明
治
大
学
に
進

学
。
そ
の
後
、
実
業
団
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ

リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
」
で
活
躍
を
続
け

る
。
何
と
い
っ
て
も
特
筆
す
べ
き

は
、
日
本
代
表
と
し
て
昨
年
八
月
に

行
わ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
出
場
し
、
日
本
中
を
感
動
の
渦

に
巻
き
込
ん
だ
「
南
ア
フ
リ
カ
戦
勝

利
」
の
ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
い
た
こ
と

だ
。
そ
の
活

躍
も
評
価
さ

れ
、
現
在
は

ス
ー
パ
ー

ラ
グ
ビ
ー

の
「
サ
ン
ウ

ル
ヴ
ズ
」
で

も
プ
レ
ー
し

て
い
る
。
田

村
さ
ん
は

「
二
〇
一
五

年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
の
沢
山
の
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

目
標
と
し
て
は
、
二
〇一九
年
、
日

本
開
催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
前
回

以
上
の
成
績
を
残
す
た
め
、
ス
ー

パ
ー
ラ
グ
ビ
ー
、
日
本
代
表
、
ト
ッ

プ
リ
ー
グ
で
も
自
分
自
身
の
成
長
の

為
に
頑
張
る
こ
と
で
す
。
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
力
強

く
語
っ
て
く
れ
た
。

大
島　
佐さ

と
し利

さ
ん
（
四
四
期
卒
）

寺
尾
中
学
校
→
國
學
院
大
學
栃

木
高
等
学
校
→
早
稲
田
大
学
→

サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
ゴ
リ
ア
ス

　
大
島
さ
ん
は
、
高
校
一
年
の
冬
か

ら
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た
異
色
の
経
歴

を
も
つ
。
そ
れ
ま
で
続
け
て
い
た
野

球
で
培
っ
た
身
体
能
力
が
活
き
、
高

校
三
年
次
に
は
高
校
日
本
代
表
に
ま

で
上
り
詰
め
た
。
そ
の
後
は
早
稲
田

大
学
で
活
躍
し
、
現
在
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
の「
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
ゴ
リ
ア
ス
」

で
セ
ン
タ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
任
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
の
活
躍

が
注
目
さ
れ
、
今
年
行
わ
れ
る
リ
オ

五
輪
か
ら

正
式
種
目

に
採
用
さ

れ
た
「
七

人
制
ラ
グ

ビ
ー
」
の

日
本
代
表

に
も
選
出

さ
れ
た
。

大
島
さ
ん
は
「
私
は
高
校
時
代
に
ラ

グ
ビ
ー
と
出
会
い
ま
し
た
。
ラ
グ

ビ
ー
を
始
め
、
運
良
く
大
学
社
会
人

と
プ
レ
ー
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
は
七
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

候
補
と
し
て
二
〇
一
六
年
八
月
に
行

わ
れ
る
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
は

ま
だ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
合
宿
の
段
階
で

す
が
、
チ
ー
ム
の
目
標
は
リ
オ
で
メ

ダ
ル
を
取
る
こ
と
で
す
。
二
〇
一
五

年
に
は
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
が
Ｗ
杯

で
日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
歴
史
を
変
え
ま

し
た
。
今
回
七
人
制
ラ
グ
ビ
ー
が
初

め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
加
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
日
本
ラ

グ
ビ
ー
に
新
た
な
歴
史
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と

爽
や
か
な
笑
顔
で
語
っ
た
。こ
の
夏
、

リ
オ
か
ら
母
校
に
金
色
の
笑
顔
を
届

け
て
も
ら
い
た
い
。

北
野　
裕
一
さ
ん
（
四
七
期
卒
）

国
分
寺
中
学
校
→
國
學
院
大
學
栃

木
高
等
学
校
→
國
學
院
大
學
→

パ
ー
ク
24

　
中
学
校
時
代
、
全
国
大
会
出
場
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
北
野

さ
ん
だ
が
、
本
校
で
努
力
を
重
ね
、

二
年
次
に
は
夢
の
舞
台
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
初
出
場
し
、
三
年
次
に
は
本
校

初
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

（
当
時
81
㎏
級
）
と
な
っ
た
。
北
野
さ

ん
は
当
時
を
振
り
返
り
「
高
校
時
代

に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
特
に
大
切
だ
と
感

じ
た
の
は
考
え
て
稽
古
を
し
、
そ
れ

を
楽
し
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
楽

し
み
な
が
ら
や
っ
た
方
が
、
淡
々
と

稽
古
を
こ
な
す
よ
り
も
身
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
楽
し
む
こ
と
で
疑
問
が

沸
い
て
き
た
り
、
試
行
錯
誤
を
楽
し

ん
だ
り
。
そ
う
い
っ
た
好
循
環
の
中

で
稽
古
に
取
り
組
む
こ
と
が
成
長
の

近
道
だ
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。」
と
語
る
。
大
学
卒
業
後
は
実
業

団
の
「
パ
ー
ク
24
」
に
入
社
し
、
厳

し
い
稽
古
を
積
む
。
そ
の
努
力
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
、
今
年
四
月
二
十
九

日
に
行
わ
れ
た
、
柔
道
家
の
夢
で
あ

る
「
全
日
本
選
手
権
」
に
本
校
卒
業

生
初
の
出
場
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

体
重
無
差
別
で
日
本
一
を
決
め
る
大

会
で
あ
り
、
90
㎏
級
の
北
野
さ
ん
の

出
場
は
快
挙
で
あ
る
。
北
野
さ
ん
は

「
柔
道
家
と
し
て
一
度
は
出
場
し
た
い

と
思
い
続
け
た
大
会
が
全
日
本
選
手

権
で
し
た
。
日
本
武
道
館
の
一
つ
し

か
な
い
試
合
場
で
柔
道
を
で
き
た
高

揚
感
や
感
動
は
、
夢
に
見
て
い
た
以

上
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は

二
回
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

再
度
こ
こ
の
畳
で
リ
ベ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
稽
古
に
励
み
ま
す
。

年
齢
的
に
も
次
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
講
道
館
杯
で
優
勝
し
、
強
化

選
手
と
し
て
国
際
大
会
に
選
出
さ
れ

る
こ
と
が
一
つ
の
目
標
で
す
。」
と
熱

く
語
っ
て
く
れ
た
。
今
後
も
そ
の
変

幻
自
在
な
柔
道
で
、
柔
道
界
全
体
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

栗
原　
英
雄
さ
ん
（
二
二
期
卒
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」
に
出
演

（
真
田
信の

ぶ

尹た
だ 
役
）

HP:�https://super-japanrugby.
com/

FB:�ht tps ://www.facebook.
com/superrugby.sunwolves

Twitter:�https://twitter.com/
sunwolves

世
界
、
日
本
の
頂
点
で
活
躍
す
る
卒
業
生

～
母
校
の
誇
り
を
胸
に
～

　
高
校
時
代
の
三
年
間
、部
活
動
に
青
春
を
か
け
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、

部
活
動
の
経
験
を
人
生
に
生
か
し
、
近
年
大
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
た
ち
を
紹
介
す
る
。

右が栗原英雄さん

© JRFU 2015, photo by H.Nagaoka

© JRFU 2015, photo by H.Nagaoka
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清
少
納
言
は
、
ウ
グ
イ
ス
が
夏
に

な
っ
て
も
鳴
い
て
い
る
こ
と
を
不
満

に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
母
校
の
あ

る
太
平
山
で
は
ウ
グ
イ
ス
と
ホ
ト
ト

ギ
ス
が
競
う
よ
う
に
鳴
き
渡
り
、
母

校
の
活
発
な
雰
囲
気
を
ま
す
ま
す
盛

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で

す
。

　
日
本
全
国
は
も
と
よ
り
、
世
界
を

舞
台
に
活
躍
し
て
い
る
会
員
の
皆
様

の
便
り
に
触
れ
、
大
変
喜
ば
し
く
、

ま
た
同
じ
同
窓
会
の
会
員
で
あ
る
こ

と
が
誇
ら
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

　
同
窓
会
事
務
局
も
、
会
員
の
皆
様

の
活
躍
に
負
け
ぬ
よ
う
、
ま
す
ま
す

会
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

平成 29年度　中学校・高等学校　生徒募集について

編
　
集
　
後
　
記

◆ご子息・ご息女が中学・高等学校の受験をお考えの方は、 母校入試室にご相談下さい。

学力診断テスト
国栃チャレンジ

10 月 16 日㈰　場所 / 本校キャンパス・学園教育センター（栃木駅前）
入試の雰囲気を体験しながら、学力到達度を判定します。

【判定】①現在の学力（得点・順位等）　②本校の各コースへの合格可能性
【受験型】５教科型または３教科型選択　　【受験料】無料

入試説明・相談会 9 月 25 日㈰　10 月 22 日㈯　10 月 30 日㈰　　　　　　 　　　  時間 / 9：30 ～
11 月 3 日（木・祝）　11 月 12 日㈯　11 月 23 日（水・祝）　　　場所 / 本校キャンパス
12 月４日㈰　　※個別相談のみ　　学園教育センター（栃木駅前）

入学試験日 1 月 6 日㈮　単願　　1 月 7 日㈯　併願　　1 月 28 日㈯　単願・併願

英語・算数教室 ④ 7 月 31 日㈰　⑤ 8 月 7 日㈰　⑥ 8 月 20 日㈯
場所 / 本校キャンパス　（④⑤）　※①～③は既に終了しました
学園教育センター【栃木駅前】（⑥ 10:30 ～ 12:00） ※要予約

入試説明・相談会 9 月 4 日㈰　9 月 24 日㈯　10 月 22 日㈯　11 月 3 日（木・祝） 
場所 / 本校キャンパス　　時間 / 10:00 ～

入学試験日 第１回入試　11 月 26 日㈯　自己推薦入試（単願）　一般入試（単願・併願）
第２回入試　12 月 10 日㈯　自己推薦入試（単願）　一般入試（単願・併願）　英語入試（単願・併願）
第３回入試　１ 月 22 日㈰　自己推薦入試（単願）　一般入試（単願・併願）
場所 / 学園教育センター（栃木駅前）
※一般入試・英語入試の成績が特に優れている者に奨学生の資格が付与されます。

１日体験学習
Come on in 国学院

7 月 31 日㈰　8 月 7 日㈰　場所 / 本校キャンパス　時間 / 9：00 ～ 12：30
生徒によるコース・部活動の紹介や楽しい講座を実施します。予約なしで参加できます。

国学院祭【文化祭】

【体育祭】

9 月 10 日㈯ 9：30 ～ 16：00　9 月 11 日㈰ 9：00 ～ 15：30
9 月 17 日㈯ 8：45 ～ 16：00　　　　　　　　　　　　　　　場所 / 本校キャンパス

高　　校

中 学 校

中学・高校同時開催

文化祭の２日間、学校生活や入試についての相談も受け付けます。

補助金のお知らせ
　同窓会・クラス会を行う際には、
事務局にご連絡いただければ、補助
金として２万円をお使いいただけま
す。積極的に立案・参加下さい。


